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　　火口の動き

一　5月1日現在一一

男49312（＋2〉
女　　49400（＋3）

計　　89712（＋5〉

世帯数2，245（＋28）

　（）は前月比較
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鰯灘灘

春うらら！桜の下でハイポーズ

　rオーイ○○君遊ぽうぜ」．元気な声が桜の周りから聞こ
えます．

　今年は、“うそ”による被害もなかったようで、至る所で桜

が満開でした．早咲きは4月の第3週ごろから、遅咲きでも
5月の連休までには、ピンクの花で咲き誇っていました．

　4月から6月は、「都市緑化推進運動」期間です．こんな
にきれいに咲いた桜や、身の周りの花や木を大切に育ててい

きたいものです。

圃休日救急医

5月15日中条病院（中条）費57－3018

　22日　大熊内科医院（山本町）費52－7066

　29日山口医院（下条）a55－2003

6月5日中条病院（中条）雪57－3018

　12日国｛呈診療所（高原田）a68－2034
　　（クリ＿ック川西）
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記
念
講
演

『
利
己
的
に
生
き
よ
う
』

5月3日

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　
日
高
敏
隆
さ
ん

　
こ
と
し
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
は
、
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
か

ら
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
七
十
人
、
女
子
八
十
二
人

轍婁嚢

の
計
百
五
十
二
人
で
す
。
そ
の
う

ち
百
三
十
八
人
が
成
人
式
に
出
席

し
ま
し
た
。
成
人
式
が
町
の
春
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い

鞭

る
よ
う
で
す
。

当
日
、
式
に
出
席
さ
れ
、
撮
影

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
成
人
の
方

々
を
紹
介
し
ま
す
。

ム
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成人を代表して誓いの言葉を述べる　南雲泰朗さん

北
村
教
育
長
（
左
）
か
ら
、
代
表
で
記
念

品
を
受
け
る
　
渡
貫
祐
司
さ
ん

擢

難

鮭
■羅撫

　　　蕊
⑦6．5．10
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轟

希望に燃える成人の顔、顔、顔………
6．5．10④



記
念
講
演
を
熱
心
に
聞
く
成
人

轟

鐵瀦麟螺 」醸鋤』
　粥灘

　　難4響、！
」麟瓢

　
残
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〆

難鍵 離’ 、肇 錨 lI

⑤6．5．、10



欝

▲久しぶりに会った友だちと
　話に花が咲く

式と記念撮影も終わりレ
ホッと一息の昼食会

蟻 繍

謙．覇叛

　神　田中上四　　　　　　朝　　　栄　　　　　発　　　　　　発山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　　　　　　　　　電
　社　中央　郎　　　　　　日　　　　　　　　　題　　　　　　霊野
　町　町町町兼　　　　　　町　　　町　　　　　策　　　　　　茜田

井田石太吉大平横水南羽南高井水水丹高宮田佐石高佐山星田薮藤田沢大柳小喜松関川

籍邊灘灘騨鞭灘橋蛮憲1轡鱗灘辮真鱗囎
子剛美之生子き加美美弘幸也幸起樹一学香利み子也宏江美り恵仁樹也子理恵子学生志

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
千
手
地
区

中
島
町
川
崎
高
中

　　　　上■鶴霜　　　　　　坪
　　　　　上
　　　　　野
　　　　野地吉条　　　　　　山
　　　　　区、
大丸丸田上
嶋山山村村　邊山村橋村村村村橋
　　　　　　　　恵律伸　　　　　朋美美　洋英哲
子人真豪大

学
校
町
金
子
哲
也

　
　
　
　
清
水
乃
介

　
　
　
　
柳
　
善
信

　
　
　
　
山
下
孝
行

　
　
　
　
米
山
美
雪

中
屋
敷
石
沢
匡
芳

　
　
　
　
小
林
　
徹

　
　
　
　
茂
野
孝
之

　
　
　
　
水
品
雅
文

　
　
　
　
風
間
奈
保
子

　
　
　
　
小
林
宏
子

　
　
　
　
茂
野
有
希
子

　
　
　
　
水
落
美
紀

寺
　
尾
小
林
英
樹

　
　
　
　
清
水
雅
人

　
　
　
　
大
井
史
子

沖
　

立
野
澤
重
治

　
　
　
　
相
崎
裕
見
子

　
　
　
　
薮
藤
有
美

伊
　
友
星
名
貴
宏

　
　
　
星
名
亜
紀

　
　
　
星
名
夏
江

　
　
　
星
名
真
紀
子

高
原
田
大
塚
裕
樹

　
　
　
柳
　
麻
希

坪
　
山
高
橋
　
浩

　
　
　
中
村
哲
二

　
　
　
中
村
英
樹

　
　
　
中
村
洋
介

　
　
　
中
村
　
亘

　
　
　
高
橋
美
和

　
　
　
中
村
恵
美
子

霜
　
条
金
山
朋
宏

鶴
　
吉
渡
邊
　
大

仁

田

塩

辛

木■小
　橘根
　地
落区岸

清
水
貴
幸

田
口
淳
子

田
口
治
子

田
口
ま
ゆ
み

羽
鳥
　
綾

和
久
井
春
美

藤
巻
祐
二

木
村
ま
ど
か

高
津
あ
ゆ
み

藤
巻
照
子

須
藤
　
建

中
川
直
也

羽
鳥
幸
治

水
落
　
潤

水
落
義
久

野
澤
秀
子

羽
鳥
徳
子

上
　
野
久
保
田
久
美
子

　
　
　
　
清
水
直
美

　
　
　
　
星
名
美
保

　
　
　
　
松
澤
恵
美
子

元
　

町
小
林
盛
彦

　
　
　
　
押
木
広
美

　
　
　
　
田
畑
映
美

　
　
　
　
星
名
良
子

新
町
新
田
　
内
山
浩
樹

　
　
　
　
渡
貫
友
和

　
　
　
渡
貫
祐
司

　
　
　
小
嶋
早
苗

　
　
　
星
名
朝
子

　
　
　
　
若
山
浩
子

下
平
新
田
上
村
　
真

　
　
　
清
水
貴
子

三
　
領
小
海
秀
人

　
　
　
高
橋
知
大

　
　
　
高
橋
明
美

　
　
　
高
橋
み
ゆ
き

　
　
　
水
品
佐
和
子

小
根
岸
高
澤
健
一

■
仙
田
地
区

中
仙
田
佐
藤
速
人

　
　
　
　
南
雲
泰
朗

室
　
島
半
田
敏
夫

　
　
　
　
川
崎
和
恵

　
　
　
　
川
崎
淳
子

高
　

倉
齋
木
　
功

赤
　
谷
片
桐
直
人

　
　
　
　
高
橋
和
也

　
　
　
　
高
橋
正
也

　
　
　
　
小
川
真
紀

　
　
　
　
高
橋
綾
子

　
　
　
　
高
橋
美
也
子

　
　
　
　
田
村
亜
紀

　
　
　
　
登
坂
志
保

岩
　

瀬
田
中
憲
司

　
　
　
小
川
　
忍

　
　
　
金
子
　
泉

　
　
　
金
子
晶
代

　
　
　
金
子
美
雪

　
　
　
登
坂
由
美
子

大
臼
倉
桐
生
信
秀

　
　
　
中
村
純
恵

小
臼
倉
江
口
浩
二

　
　
　
　
田
中
京
子

根　原

深　田

野

口

丸藤丸丸丸星野滋五野五五
山田山山山野澤野士澤士士
　　　　　　　　風　　風風裕望和直匠淳陽聡朝　　孝
子美夫子子子子子子茂武幸

　　　　　　　　6．5．10⑥



＼

医
療
・
福
祉
ゾ
ー
ン
に
三
番
目
の

　
　
　
　
　
施
設
「
あ
か
ね
園
」
オ
ー
プ
ン

　
四
月
一
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
あ
か
ね
園
（
小
林
カ
所
長
）
が
オ

ー
プ
ン
し
、
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
あ
か
ね
園
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二
階
建
て
で
、
延
べ
二
二
八

七
平
方
材
、
総
事
業
費
九
億
四
二
七

八
万
円
を
投
入
し
、
三
月
十
二
日
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
あ
か
ね
園
で
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
外
、
町
か
ら
委
託
さ
れ
た

四
つ
の
事
業
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
お

り
、
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

福
祉
施
設
が
ま
た
一
つ
オ
ー
フ
ン

し
ま
し
た
。

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
六
十
五
歳
以
上
で
、
身
体
上
ま
た

は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
、

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
が
、
家
庭

で
介
護
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
老
人

を
入
所
さ
せ
、
日
常
生
活
上
必
要
な

介
護
を
行
い
ま
す
。
入
所
定
員
は
三

＋
人
で
す
。

②
老
人
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

　
ト
ス
テ
イ
）
事
業

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の
老
人
を
介

護
し
て
い
る
家
族
が
、
病
気
な
ど
の

た
め
家
庭
で
介
護
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
、
一
時
的
に
入
所
さ
せ
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
同
じ
く
介
護

を
行
い
ま
す
。
入
所
定
員
は
八
人
で

す
。③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
〔
フ
ァ
ミ
ー
ル
川
西
〕

　
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
か
ら
通
所

し
て
も
ら
い
、
入
浴
、
食
事
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
本
人
の
生
活
の

助
長
や
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。
利
用
定
員
一
日
約
十
五
人
で

す
。④
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
二
十
四
時
間
対
応
の
も
と
に
在
宅

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
場
合
は
本
人
や
家
族
に
代
わ
っ

て
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
調
整
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
器
具

等
も
展
示
し
、
在
宅
で
の
介
護
を
援

護
し
ま
す
。

⑤
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

　
ビ
ス
事
業

　
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
老

人
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
、
介
護
や
日
常
生
活
の
世
話
お

よ
び
相
談
や
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

あ
か
ね
会
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

　
社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会
に
ふ
さ

わ
し
い
親
し
み
の
あ
る
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
、
と
い
う
こ
と
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
川
西
町
民
よ
り
十
二
人
、

十
日
町
市
民
よ
り
八
人
の
計
二
十
人
、

三
十
六
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
か
ね
会
の
役
職
員
約
七
十
人
で

選
考
し
た
結
果
、
次
の
方
の
作
品
が

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
決
ま
り
ま

し
た
。
多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

○
入
選
者

＋
日
町
市
丸
山
町

　
　
　
小
川
俊
男
さ
ん

○
入
選
作
・
叩

知
事
と
の
さ
わ
や
か
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
言
者
募
集

　
県
政
全
般
に
つ
い
て
、
県
民
の
意

見
、
提
言
を
聴
く
「
知
事
と
の
さ
わ

や
か
ト
ー
ク
」
が
、
次
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
す
．

　
◎
日
時
　
六
月
二
十
七
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
を
予

　
　
　
　
　
｛
疋

◎
内
容

　
ろ
ば
た
対
話
お
よ
び
知
事
と
の
さ

　
わ
や
か
ト
ー
ク

◎
対
象
地
域

　
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村

　
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
発
言
者
の
方

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。　
◎
川
西
町
で
募
集
す
る
人
数

　
【
知
事
と
の
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
】

　
自
由
参
加
、
自
由
発
言
方
式
で
、

　
県
政
全
般
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

　
す
。
発
言
要
旨
を
事
前
に
把
握
で

　
き
れ
ば
と
い
う
こ
と
か
ら
　
三
人

　
◎
応
募
期
限
　
五
月
二
十
日
㈹

　
◎
連
絡
先
　
　
総
務
課
文
書
広
報

　
　
　
　
　
　
　
係
（
6
8
1
3
1

　
　
　
　
　
　
　
1
1
・
内
線
7
番
）

⑦6．5．10



ー
焼
却
場
・
霧
谷
埋
立
地
と
も
七
月
一
日
か
ら
1

持
ち
込
み
ご
み
が
有
料
に
な
り
ま
す

　
四
月
二
十
二
日
の
衛
生
施
設
組
合

臨
時
議
会
で
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、

七
月
一
日
よ
り
組
合
焼
却
場
及
び
霧

谷
埋
立
地
と
も
持
ち
込
み
ご
み
を
有

料
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
尿
汲
み

取
り
料
金
も
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
持
ち
込
み
ご
み
の
有
料
化
は
、
焼

却
施
設
・
霧
谷
埋
立
地
を
、
良
好
な

状
態
で
一
日
で
も
長
く
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
い
る
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
は

今
ま
で
通
り
無
料
で
す
。

　
持
ち
込
み
ご
み
の
料
金
、
し
尿
汲

み
取
り
料
金
の
改
定
額
は
表
の
通
り

で
す
。

　
ま
た
、
六
月
二
十
日
頃
か
ら
役
場
、

衛
生
施
設
組
合
窓
口
で
料
金
チ
ケ
ッ

ト
（
三
〇
〇
円
×
十
枚
綴
り
　
三
〇

〇
〇
円
）
を
販
売
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
、
｛
　
　
馨
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
難

　
鑑
■
、

　
　
　
　
　
　
　
灘
騰
，

　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

蟹
　
　
　
　
　
翻

灘
　
　
　
ア
ノ
メ

挺
㎝
◎
㌶
’
☆
／

　
　
　
　
　
　
馨

区
　
　
　
分

処
　
　
理
　
　
量

手
　
数
　
料

一
、
可
燃
ご
み

一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で

三
〇
〇
円

一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
す
も
の

一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
〇
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
未
満
は
一
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
と
す
る
）
増
す
ご
と
に

三
〇
〇
円

二
、
不
燃
ご
み

車
輌
最
大
積
載
量

一
台
当
た
り
の
金
額

○
・
五
ト
ン
以
下

三
〇
〇
円

○
・
五
ト
ン
を
超
す
も
の
○
・
五

ト
ン
（
○
・
五
ト
ン
未
満
は
○
・

五
ト
ン
と
す
る
）
増
す
ご
と
に

三
〇
〇
円

三
、
し
　
　
尿

十
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

五
三
円

四
、
犬
猫
そ
の
他
の

　
　
小
動
物
の
死
体

一
個
に
つ
き

二
〇
〇
円

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

平
成
六
年
七
月
一
日
採
用
の
消
防
士

若
干
名
を
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
ω
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
昭
和
四

十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

男
子
（
平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
二

十
五
歳
以
下
の
者
）

　
ω
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
に
居
住
可
能
な
者

　
⑥
身
長
百
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
、
胸
囲
は
お
お
む
ね
身
長
の
二

分
の
一
以
上
、
体
重
五
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
、
視
力
両
眼
の
場
合
は
0
・

8
以
上
、
一
眼
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

が
0
・
5
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で

色
神
正
常
、
そ
の
ほ
か
身
体
強
健
で

体
質
欠
陥
の
な
い
者

【
試
験
期
日
】

第
一
次
試
験

　
平
成
六
年
六
月
十
九
日
㈲

（
場
所
等
に
つ
い
て
は
受
験
者
に
別

途
連
絡
し
ま
す
）

第
一
一
次
試
験

　
平
成
六
年
六
月
下
旬

（
場
所
等
に
つ
い
て
は
第
一
次
試
験

　
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
）

【
採
用
日
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
平
成
六
年
七
月
一
日
　
　
　
　
　
1
0

【
受
験
申
込
】
　
　
　
　
　
　
　
臥

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
、
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

消
防
署
川
西
分
遣
所
、
津
南
分
遣
所
、

中
里
消
防
詰
所
に
用
意
し
て
あ
る
用

紙
に
記
入
し
、
最
終
卒
業
学
校
の
成

績
証
明
書
（
卒
業
見
込
の
者
は
前
年

の
も
の
。
調
査
書
で
も
可
）
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　
五
月
十
日
～
三
十
日
（
郵
送
の
場

合
、
消
印
は
五
月
三
十
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課

　
盈
五
七
－
一
五
五
五
㈹

新
潟
県
民
家
町

　
四
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両
日
、

上
野
の
星
名
邸
（
国
指
定
重
要
文
化

財
）
と
千
手
観
音
堂
仁
王
門
修
復
工

事
現
場
を
会
場
に
、
新
潟
県
民
家
町

並
み
の
つ
ど
い
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
の
内
外
よ
り
文
化
財

並
み
の
集
い

関
係
者
百
名
が
集
い
、
百
五
十
余
年

を
経
て
な
お
豪
壮
な
た
た
ず
ま
い
を

見
せ
る
星
名
邸
の
座
敷
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
新
潟
日
報
社
長
岡
支
社
報
道

部
の
佐
野
政
則
さ
ん
に
よ
る
「
宿
根

木
」
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
の
後
、

各
地
で
文
化
財
保
護
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
の
事
例
報
告
が
な
さ
れ
、
最

後
に
、
長
岡
造
形
大
学
教
授
の
宮
沢

智
士
さ
ん
か
ら
「
文
化
財
保
護
に
は
、

所
有
者
、
行
政
、
建
築
家
等
、
関
連

す
る
人
た
ち
が
横
の
連
絡
を
密
に
し
、

情
報
交
換
を
し
あ
う
こ
と
が
重
要
な

の
で
、
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

ろ
う
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
、
事
例
発
表
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
る
参
加
者



仙
田
村
の
学
校
間
題
⑳

新
制
中
学
校
で
き
る

山
石
瀬

　
筆
者
の
手
元
に
、
父
権
三
郎
が
村

会
議
員
を
勤
め
た
こ
ろ
の
メ
モ
帳
と

議
案
集
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料

か
ら
、
戦
後
に
再
燃
し
た
仙
田
村
の

学
校
間
題
を
駆
け
足
で
た
ど
っ
て
み

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
に
六
・

三
制
の
教
育
制
度
が
発
足
す
る
と
、

仙
田
村
で
も
新
し
く
中
学
校
を
建
築

す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
が
、
戦
後

の
疲
弊
と
混
乱
の
中
で
直
ち
に
校
舎

を
建
て
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
中
学
校
の
本
校
を
中
仙
田

小
学
校
に
置
き
、
仙
田
（
室
島
）
、

赤
岩
、
臼
倉
の
三
小
学
校
に
分
校
を

併
設
し
て
急
場
を
し
の
ぐ
事
態
に
な

っ
た
。
児
童
、
生
徒
は
一
つ
屋
根
の

下
に
同
居
し
、
せ
ま
い
教
室
に
ス
シ

詰
め
の
状
態
で
学
ぶ
毎
日
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
不
満
が
み
な
ぎ
っ
た
。

一
校
一
分
場
で
も
め
る

　
と
き
の
押
木
国
政
村
長
は
、
こ
う

し
た
窮
状
を
な
ん
と
か
打
開
し
よ
う

と
、
自
分
が
校
長
を
勤
め
た
経
験
も

あ
る
中
仙
田
小
学
校
の
隣
り
に
中
学

校
を
建
て
る
解
決
策
を
練
り
、
こ
こ

金
　
子
　
幸
　
作

を
本
校
に
仙
田
・
赤
岩
校
区
の
生
徒

を
収
容
し
、
臼
倉
校
区
に
は
分
校
を

置
く
コ
村
一
校
一
分
場
案
」
を
村

議
会
に
諮
り
、
可
決
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
直
後
に
上
組

（
室
島
・
小
脇
・
高
倉
・
霧
谷
・
藤

沢
）
か
ら
「
仙
田
校
区
の
中
学
生
を

中
仙
田
に
通
学
さ
せ
る
の
は
至
難
だ
、

室
島
に
も
分
場
を
置
い
て
ほ
し
い
」

と
い
う
強
い
請
願
が
出
さ
れ
、
押
木

村
長
は
こ
の
要
望
を
受
け
入
れ
て
、

コ
校
二
分
場
案
に
変
更
し
た
い
」

と
村
議
会
に
修
正
案
を
提
出
す
る
。

し
か
し
、
赤
岩
校
区
の
議
員
を
中
心

に
反
対
意
見
が
続
出
し
て
議
会
は
混

乱
し
、
戦
前
の
く
す
ぶ
り
が
一
挙
に

火
を
吹
い
て
村
中
が
騒
然
と
な
る
。

村
会
議
員
が
総
辞
職

　
昭
和
二
十
三
年
度
を
メ
ド
に
円
満

解
決
し
た
い
と
協
議
し
た
が
ま
と
ま

ら
ず
、
民
選
初
の
村
会
議
員
二
十
二

名
は
二
十
四
年
二
月
二
士
二
日
開
催

の
村
議
会
で
全
員
が
辞
職
す
る
。
学

校
間
題
で
も
め
た
仙
田
村
で
村
長
が

辞
職
す
る
事
態
は
め
ず
ら
し
く
な
か

っ
た
が
、
村
会
議
員
が
総
辞
職
す
る

の
は
こ
の
と
き
が
最
初
で
最
後
に
な

る
。
押
木
村
長
も
責
任
を
と
っ
て
辞

職
の
や
む
な
き
に
至
り
、
村
政
は
混

迷
の
色
を
濃
く
し
て
い
く
。

童
子
ヶ
島
に
本
校
を

　
改
選
後
の
村
議
会
は
「
中
学
校
建

築
特
別
研
究
委
員
会
」
を
設
け
て
審

議
す
る
が
、
各
校
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
七
名
の
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

を
主
張
し
て
一
歩
も
ゆ
ず
ろ
う
と
せ

ず
、
話
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
委
員
は

全
員
が
責
任
を
と
っ
て
辞
職
す
る
。

　
童
子
ヶ
島
案
に
賛
成
の
赤
岩
校
区

に
推
さ
れ
て
立
候
補
し
、
大
激
戦
の

末
村
長
に
当
選
し
た
赤
谷
の
登
坂
久

平
は
、
こ
れ
ま
で
の
動
き
を
つ
ぶ
さ

に
検
討
し
、
中
学
校
の
建
築
に
つ
い

て
次
の
調
停
案
を
提
示
す
る
。

　
①
中
仙
田
校
と
赤
岩
校
の
中
間
に

あ
た
る
童
子
ヶ
島
に
中
学
校
の
本
校

を
建
築
し
、
室
島
と
臼
倉
に
分
場
を

置
い
て
一
校
二
分
場
と
す
る
。

　
②
仙
田
校
区
の
中
学
三
年
生
（
四

十
名
）
は
童
子
ヶ
島
の
本
校
に
通
わ

せ
る
こ
と
を
条
件
に
、
室
島
の
上
の

島
か
ら
中
仙
田
ま
で
の
県
道
を
改
良

整
備
し
て
通
学
に
万
全
を
期
す
る
。

　
こ
の
調
停
案
が
二
十
四
年
九
月
の

村
議
会
に
提
案
さ
れ
、
賛
成
一
一
、

反
対
一
〇
の
僅
差
で
可
決
さ
れ
る
。

上
組
の
反
対
で
ご
破
算

　
仙
田
校
区
民
（
上
組
）
は
、
こ
の

議
決
を
承
服
で
き
な
か
っ
た
。
地
元

の
議
員
と
五
集
落
の
代
表
が
県
教
育

庁
中
魚
沼
出
張
所
に
出
向
き
、
仙
田

校
区
の
三
年
生
も
分
場
に
収
容
す
る

よ
う
県
か
ら
指
導
し
て
ほ
し
い
旨
を

請
願
す
る
。
こ
う
な
る
と
学
校
間
題

は
ま
た
エ
キ
サ
イ
ト
し
、
戦
前
の
よ

う
に
イ
ガ
ミ
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
村
会
の
議
決
が
実
行
で
き
な
い
こ

と
に
責
任
を
感
じ
た
村
会
議
員
は
、

ま
た
も
総
辞
職
を
決
意
し
て
全
議
員

が
辞
表
を
提
出
す
る
。
あ
わ
て
た
登

坂
村
長
は
「
辞
職
だ
け
は
し
て
く
れ

る
な
、
童
子
ヶ
島
に
本
校
を
建
て
る

と
議
決
し
た
一
校
二
分
場
案
は
実
行

を
停
止
す
る
」
と
約
束
し
、
や
っ
と

の
こ
と
で
辞
表
を
撤
回
し
て
も
ら
い
、

解
決
の
方
途
を
模
索
す
る
。

村
長
談
話
と
県
の
見
解

　
村
内
が
騒
然
と
し
た
中
で
、
登
坂

久
平
村
長
は
十
日
町
新
聞
（
昭
和
二

十
四
年
十
月
五
日
号
）
に
お
お
む
ね

次
の
談
話
を
発
表
す
る
。

　
校
舎
を
早
く
建
て
て
や
ら
な
け
れ

ば
、
四
小
学
校
に
同
居
し
て
片
身
の

せ
ま
い
思
い
で
勉
強
し
て
い
る
中
学

生
が
可
哀
想
だ
。
各
派
の
言
い
分
が

対
立
し
て
村
の
内
情
は
複
雑
だ
が
、

そ
う
か
と
い
っ
て
ど
っ
ち
か
が
ゆ
ず

っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
ま
と
ま
り
っ
こ

な
い
。
村
民
が
利
便
性
や
部
落
感
情

を
捨
て
て
、
村
と
い
う
一
家
の
円
満

を
第
一
に
考
え
て
く
れ
な
い
か
ぎ
り

中
学
校
は
建
ち
っ
こ
な
い
。
い
ろ
い

ろ
も
め
て
い
る
が
な
ん
と
か
解
決
し

て
、
立
派
な
中
学
校
を
造
り
た
い
。

　
県
教
育
庁
中
魚
沼
出
張
所
（
桜
沢

教
育
課
長
か
）
は
、
同
日
付
の
十
日

町
新
聞
で
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

村
議
会
が
可
決
し
、
村
民
の
希
望

す
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
何
も
言
う
こ

と
は
な
い
。
た
だ
、
教
育
と
い
う
面

か
ら
見
る
な
ら
ば
分
校
の
少
い
ほ
ど

あ
ら
ゆ
る
面
で
良
し
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
仙
田
村
の
融
和
と
村
経
済

は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
の
配
置
上
、
で

き
れ
ば
す
、
べ
て
一
校
に
ま
と
ま
る
こ

と
が
望
ま
し
い
の
だ
。

　
仙
田
村
の
場
合
は
確
か
に
地
理
的

な
条
件
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
本

郡
内
で
も
上
郷
村
で
は
一
村
一
ヵ
校

の
例
が
あ
り
、
比
較
す
れ
ば
仙
田
が

一
校
一
分
場
で
も
決
し
て
無
理
な
通

学
範
囲
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
村
民
の
意
向
で
適
切

な
方
途
を
講
ず
、
べ
き
間
題
だ
。

家
路
を
急
ぐ
上
組
の
中
学
生

　
　
（
岩
瀬
・
中
条
秀
雄
さ
ん
提
供
）
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ム
圃
圖
團

圃
函
回
▽

新
し
い
本
と
の
出
会
い
を
求
め
て

　
　
新
　
　
刊
　
　
案
　
　
内

○
心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話

　
　
　
　
　
　
　
潮
文
社
編
集
部
編

　
一
読
、
心
に
染
み
、
脳
底
を
揺
さ

ぶ
る
。
そ
ん
な
感
動
的
な
五
八
編
の

話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

○
み
み
ず
く
の
散
歩
　
　
五
木
寛
之

　
笑
い
を
忘
れ
た
人
へ
。
と
か
く
病

気
が
ち
な
人
へ
。
学
歴
が
気
に
な
る

人
へ
。
今
の
時
代
が
気
に
入
ら
な
い

人
へ
。
効
く
エ
ッ
セ
イ
。

○
ひ
る
め
し
の
も
ん
だ
い
椎
名
誠

　
日
本
全
国
を
飛
び
回
る
著
者
が
、

め
し
関
係
に
は
じ
ま
る
人
生
の
重
大

さ
事
、
過
激
な
立
腹
等
を
語
る
エ
ッ

セ
イ
集
。

○
お
役
所
の
掟
　
　
　
　
宮
本
政
於

　
エ
リ
ー
ト
が
集
ま
る
中
央
官
庁
の

休
ま
ず
、
働
か
ず
、
競
争
せ
ず
の
掟

に
た
っ
た
一
人
で
反
乱
。
官
僚
社
会

の
旧
習
に
い
ど
む
仰
天
手
記
。

○
こ
こ
ろ
の
処
方
箋
　
　
河
A
星
｝
雄

　
「
フ
ム
、
フ
ム
」
と
納
得
し
な
が

ら
読
め
る
。
常
識
が
書
い
て
あ
る
の

だ
。
常
識
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
方
へ
。

○
神
経
が
太
く
な
る
生
き
か
た

　
　
　
　
　
三
笠
書
房
　
河
野
守
宏

　
ダ
メ
か
な
と
思
え
ば
失
敗
す
る
。

な
ん
と
か
な
る
と
考
え
れ
ば
成
功
で

き
る
。
道
を
ひ
ら
く
第
一
歩
。

○
ま
ず
動
く
　
高
木
書
房
　
多
湖
輝

　
あ
な
た
の
心
に
燃
え
あ
が
る
火
種

を
提
供
し
ま
す
。
あ
な
た
の
中
に
す

ば
ら
し
い
活
力
が
わ
い
て
き
ま
す
。

そ
の
新
し
い
第
一
歩
の
た
め
に
。

意、
　（敬称略）

善

広報発行に

須藤吉蔵（練馬区）　　1万円

渡辺芳子（相模原市）　1万円

入
札
結
果
を
掲
示
板
で

　
　
　
　
　
公
表
し
ま
す

　
現
在
町
で
は
、
入
札
・
契
約
制
度

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
入
札
結
果
を
従
来

の
簿
冊
に
よ
る
公
表
と
併
せ
、
掲
示

板
で
も
そ
の
都
度
公
表
し
、
入
札
の

一
層
の
透
明
性
壼
・
同
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
掲
示
板
は
、
役
場
正
面
玄
関
内
（
戸

籍
等
受
付
窓
口
脇
）
に
設
置
し
ま
す
。

7

ゾ
●

小
わ
じ

　
　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

逞
ま
し
き
泰
山
木
の
芽
吹
き
か
な

城
跡
に
武
将
を
忍
ぶ
山
桜

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

命
よ
み
が
へ
る
如
く
に
桜
咲
く

花
の
下
母
と
歩
き
し
日
の
遠
く

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

穏
や
か
に
暮
れ
て
ゆ
く
空
月
朧

鶯
の
一
声
近
き
山
家
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

中
仕
切
外
し
て
入
れ
し
春
の
風

あ
さ
つ
き
と
昧
噌
の
小
皿
の
卓
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

大
空
の
中
に
消
え
行
く
ひ
ば
り
か
な

野
を
渡
る
風
に
ひ
ば
り
の
声
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

夕
映
え
の
水
満
々
と
春
田
か
な

母
の
日
や
思
い
出
は
叱
ら
れ
し
こ
と

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

四
姉
妹
集
う
花
見
の
明
る
さ
よ

白
蝶
の
ま
ぎ
れ
し
今
日
の
落
花
か
な

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

桃
の
花
し
た
た
る
ご
と
く
紅
の
濃
き

ぜ
ん
ま
い
を
小
ま
め
に
揉
ん
で
干
し
に
け

り
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

花
満
て
る
幹
に
ほ
の
か
な
陽
の
温
み

雪
解
水
道
に
小
川
と
な
り
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

母
の
日
の
花
持
ち
て
娘
の
帰
り
来
し

囲
い
解
き
納
屋
に
つ
ば
め
の
来
る
を
待
つ
噺
り
を
振
り
か
ぶ
り
つ
つ
薪
を
割
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

異
り
し
午
前
と
午
後
の
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名

鮭
の
稚
魚
放
つ
学
童
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木

薫
風
や
水
車
ま
わ
し
て
湯
治
宿

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢

も
た
い
な
や
墓
石
の
上
で
鳥
交
る

　
　
　
　
　
　
　
上
町
高
橋

満
開
の
花
に
家
居
を
楽
し
み
て

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山

鉄
塔
の
桜
吹
雪
の
中
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎

咲
く
桜
散
る
さ
く
ら
あ
る
宴
か
な

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中

春
夕
べ
山
む
ら
さ
き
に
暮
れ
な
づ
む

難蟹径密覆箏U鷺梨箋睾
や
は
ら
く
や
は
ら
か
く
降
り
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

初
孫
は
我
が
家
の
宝
武
具
飾
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

春
耕
や
呆
け
る
暇
な
き
忙
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

雪
峠
越
え
て
母
へ
の
土
産
手
に

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
高
橋
　
と
よ

う
ぐ
い
す
の
鳴
き
渡
り
ゆ
く
谷
深
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

薫
風
や
土
の
ぬ
く
み
に
鍬
ふ
る
う

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

空
缶
を
拾
う
手
許
に
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

そ
よ
風
に
散
る
桜
花
惜
し
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
井
川
　
　
亘

子
の
歩
み
止
る
と
こ
ろ
に
つ
く
し
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ブ
ナ
芽
吹
き
滝
稲
々
と
落
ち
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
静
江

観
桜
の
果
て
た
る
闇
の
や
わ
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
　
寛
平

一
陣
の
風
の
も
て
来
し
花
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

6．5．10⑩

カメラ散歩

公園整備をして、はじめての水ばし
ょうまつりは、大勢の人でにぎわい
ました（4．24）

朝7時45分、ワゴン車で橘小学校
に到着「友達いっぱいできたよ」と
元気に話す白倉っ子



土
地
改
良
区
が
金
章
受
章

　
川
西
町
土
地
改
良
区
に
全
国
土
地

改
良
事
業
団
体
連
合
会
（
会
長
梶
木

又
三
）
よ
り
金
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
、
県
営

ほ
場
整
備
事
業
を
は
じ

め
、
第
一
次
・
第
二
次

構
造
改
善
事
業
、
県
営

防
災
ダ
ム
事
業
な
ど
に

積
極
的
に
取
組
み
、
組

合
員
が
一
致
団
結
し
て

管
理
運
営
し
、
農
業
基

盤
の
整
備
開
発
に
寄
与

し
て
い
る
と
し
て
、
昭

和
五
十
六
年
の
銀
章
に

引
き
続
い
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

安
協
が
安
全
祈
願
祭

　
川
西
町
交
通
安
全
協
会
上
野
支
部
（
支
部
長

鈴
木
義
一
）
で
は
、
一
年
間
の
無
事
故
を
願
っ

て
、
毎
年
安
全
祈
願
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
で
＋
七

回
目
を
迎

・
え
る
）
」
の

会
は
、
上

野
コ
ミ
ユ

モ
ア
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

に
関
係
者

三
＋
余
名

が
参
加
し

鉦
…
事
故
を

祈
り
ま
し

た
。

藩
軽
縫
難
蓮
番
癒
巻
霊
盤
の
昧
津
◎

ド”””””””””瀞◆”一

i竹の子ご飯i
㌧＿””””””””ψ＿榊一

■材　料

　竹の子・鳥肉・塩・酒

■作り方

　①竹の子の皮をむき、適宜の大き

　　さに切り、塩を少々入れてゆで

　　あげ、水でさらしておく。

　②鳥肉を、あじ塩・酒・しょうゆ

　　でいためておく。

　③竹の子・鳥肉を炊きあがったご

　　飯とまぜる。

◎ふるさとの味第2集ができました。

（第1集は完売しました）

　ご希望の方に1冊500円で領布いた

しますので下記までご連絡ください。

教育委員会社会教育係
　　　　　　　　　（総合体育館内）

費68－2167　　（有）5588

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ょ
う
　
し
っ
　
き
ん

『
女
性
に
多
い
尿
失
禁
』

　
尿
失
禁
と
は
「
お
も
ら
し
」
の
こ

と
で
す
。
お
も
ら
し
と
言
う
と
幼
児

や
お
年
寄
り
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

案
外
中
高
年
の
女
性
に
起
こ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

　
女
性
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
妊
娠
・

出
産
を
経
験
し
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
骨
盤
の
筋
肉
が
緩
み
尿
道
を
締
め

る
力
が
弱
く
な
り
、
尿
が
漏
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
尿
が
垂
れ
流
し
と
い
う
の
で
は

な
く
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
な

ど
、
お
な
か
に
力
が
か
か
っ
た
時
に

漏
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
若
い
人
よ
り
高
齢
者
に
尿
失
禁
が

多
い
の
は
、
全
身
的
な
筋
力
の
衰
え

や
、
膀
胱
に
尿
を
貯
め
ら
れ
る
量
が

高
齢
者
で
は
若
い
人
の
半
分
以
下
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
尿
失
禁
は
排
尿
を

つ
か
さ
ど
る
筋
肉
や
膀
胱
の
働
き
の

衰
え
が
原
因
と
い
え
ま
す
。
予
防
の

た
め
に
は
、
肛
門
周
囲
の
筋
肉
を
鍛

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
肛
門
を
意

識
し
て
締
め
る
よ
う
に
力
を
入
れ
た

り
、
緩
め
た
り
す
る
運
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
身
体
を
動
、
か

す
こ
と
、
歩
く
こ
と
を
心
が
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
失
禁
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
人
前

に
出
る
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た

り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
は
更
に
状
態
が
悪

く
な
り
ま
す
。
軽
い
失
禁
で
あ
れ
ば
、

用
パ
ン
ツ
を
使
用
す
れ
ば
、

秦
用
パ
ッ
ド
を
当
て
た
り
、
失
禁
鰯

安
麹
寮
軒
か
泉
鞠

議
鞭
猷
聾
齢

に
危
険
で
す
し
、
尿
が
濃
縮
さ
れ
膀
爾
魎

　
排
泄
の
失
敗
は
本
人
に
と
っ
て
大

変
な
間
題
で
す
。
し
か
し
、
予
防
策

や
対
処
法
を
身
に
つ
け
れ
ば
普
通
に

生
活
で
き
ま
す
。
ク
ヨ
ク
ヨ
悩
ま
ず

積
極
的
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

に
関
す
る
相
談
は
毎
月
健
康
相
談
日

を
設
け
て
い
ま
す
（
お
知
ら
せ
版
・

有
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ペ

　
　
　
　
f
＼

　
　
　
　
　
7
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川
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骸
鷺
鉄
名
葛
葛
葛
忌
＠
葛
葛
葛

戸
籍
の
窓
か
ら

名
㊧
犠
㊧
葛
葛
葛
葛
名
葛
り
ゆ
名
名

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

川
崎
，
郵
ち
竸

　
　
　
さ
つ
き
日

蔵
品
紗
月
砿

　
　
　
　
　
禾

登
坂
袈
潔

子夫子行子夫
長　　三　　長
女　　女　　男

岩　霜　元

瀬　条　町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
諜
軟
岩
瀬

塩
沢
町
か
ら

　
ゑ
ヨ

（
畑

田水

幸和

（野黒
口島

和信

人
寺
尾

子
＋
日
町
市
か
ら

一
　
伊
勢
平
治

美
＋
日
町
市
か
ら

昇
天
f
ご
め
い
福
を
祈
る

田斎丸羽柄平
村藤山鳥沢野

チ嘉正サ政タ
カ宋芳イ治ズ
97878379　6764
ノヘノヘノヘ　ハ　ハノヘ
武幸浩　本栄
　　　剛　太
良雄司　人郎
ロ　ロノヂロ　レ　レレ
　発

（
4
月
1
日
～
3
0
日
届
け
出
分
）

＝＝＝器＝器＝＝＝器器器器器器＝＝器器器3器器器＝3器3呂8＝3器器器＝33器＝器器器

　
　
”
γ
7
！
’
マ
！

牛
ケ
’
7
感
葡
曳
．
蘇
．
覚
・

ず
ウ
と
　
む
ノ
や
レ
い
マ

煽
し
番
に
詑
を
ぎ
勢
確
て
つ

塘
妨
舜
薙
縫
4
離

うき君1年かわさ

に
ぎ
わ
う

　
　
　
さ
ん
　
　
が
　
　
　
て
い

　
　
　
山
　
賀
　
亭

　
四
月
一
日
よ
り
、
第
三
セ
ク
タ
i

方
式
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
㈱
松
葉

荘
は
、
新
名
物
の
「
貴
族
の
湯
ト
ロ

ン
温
泉
」
に
、
利
用
さ
れ
る
方
が
ゆ

っ
た
り
と
手
足
を
伸
ば
し
て
も
ら
お

う
と
、
無
料
で
開
放
し
て
い
る
「
山

賀
亭
」
も
加
わ
っ
て
、
入
浴
、
食
事

の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

1，

爵撃蹴

（

’

轍

解ざかψ審蛋

　　　　　　、 へ

6年樋口和也君

P’へ、

麗

　
　
、
O
の
“
花
、
舟
欝
ζ
見
で

　
黛
ん
↑
毎
＆
ン
ク
織
．

　
毒
．
驚
轡
懸
暴
炉

　
　
　
　
癬
隔
曜
識
・
麟
鷺

．
響
詐
養
慧
霧
演
声
ガ

糖
融
鷲
鍍
、

　
　
　
ヂ
　
難
潔
餐
譜
織
腿

篤
櫛
捲
な
花
．
纂
欝
萎
響
膚
．

〈
仙
田
小
学
校
丁
ー

バ、

盆
纂

2年ますだかずき君

5年小林真理子さん4年丸山良和君

3年登坂葉月さん

（6月号は川西中学校です）

6．5．10⑫


